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Ⅰ-Ⅰ 木津川市の将来人口推計

木津川市の人口は 市全体としては 年々増加している ただし 人口の増加率は鈍化傾向にある木津川市の人口は、市全体としては、年々増加している。ただし、人口の増加率は鈍化傾向にある。
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人人口
(人) 34,198 39,404 48,573 52,936 59,062 63,613 66,580 69,789 73,834 76,320 78,112 79,356 80,134 80,571

出典：1980年～2010年 住民登録人口及び世帯数（各年3月末日現在）
2015年～2040年 国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将来推計人口」及び「日本の地域別将来推計人口」
（平成25年3月推計）
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（平成25年3月推計）



Ⅰ-Ⅱ 木津川市の人口

地域別の人口は、木津地域では増加しているものの、加茂・山城地域において、減少していることが分かる。地域別の人口は、木津地域では増加しているものの、加茂 山城地域において、減少していることが分かる。
また、ニュータウン開発地域において、まちびらきから概ね20年が経過すると著しい人口増加は一定収束し、
25年が経過すると減少に転じている。

木津地域（ニュータウン除く） 兜台・相楽台木津地域（ニュ タウン除く） 兜台 相楽台

木津川台
加茂地域

山城地域
梅美台・州見台

山城地域
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Ⅱ 木津川市の人口区分

ニュータウン開発地域においては、６５歳以上の比率が低いものの、兜台・相楽台地域では、高齢化率は
２０％を超えている。

一方、旧集落などにおいては、全てにおいて２５％を上回っており、最も比率が高かったのは、瓶原地域で、
４３．２４％となっている。
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Ⅲ 地方創生に向けた木津川市の取組み

１ 少子高齢化・人口減少問題は、木津川市としても対策に取り組むべき課題である。
特に、旧中心市街地や近隣集落などでは、過疎化や空き家などの問題も抱えて
おり、他の自治体と同様の問題を有している。

２ 本市では、学研都市として土地区画整理事業が進められたことにより、３０歳～
４０歳台の世帯、いわゆる子育て世帯が大きく増加している。子どもは、宝であ
り、子育て支援№１のまちづくりを推進している。
また、学研都市の利点を活かし、企業の誘致を進め、雇用・就業の創出をおなっ
ている。

人口が増加する今のうちから、将来に向けて課題となる人口減
少・高齢化・地域の活性化などの対策に取り組む必要がある

木津川市のまち・ひと・しごと創生総合戦略を策定し、住みたい・住み続けた
い・住んで良かった、そして活力あるまちづくりを進め、人口減少などの課題
解決に取り組む。
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Ⅳ 地域住民生活等緊急支援のための交付金（概要）

国予算：2,500億円

木津川市内示額：木津川市内示額：
98,136千円

国予算 1 700億円国予算：1,700億円
(上乗せ300億円含)

木津川市内示額：木津 市 額
40,637千円
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Ⅴ 地域住民生活等緊急支援のための交付金を活用する事業

地域消費喚起として、プレミアム商品券を発行する。生活支援として、子育て生活及び高齢者の元気な生活を
支援する。
地方創生先行型は、総合戦略策定経費8,000千円のほか、地域公共交通利用促進、観光振興として木津川市イ
メージＤＶＤ，Ｗｉ－Ｆｉの整備事業などに活用する。

地域消費喚起・生活支援型：98,136千円

１ 木津川市プレミアム商品券発行事業：販売枚数 約10 000枚１ 木津川市プレミアム商品券発行事業：販売枚数 約10,000枚
10,000円で、12,000円の買い物ができるプレミアム商品券の販売

２ 子育て生活支援事業（対象者：約1,400人）
18歳以下の子供が３人以上いる世帯の世帯主に、３人目以上の子ども一人につき24,000円分の商品券を支給

地方創生先行型：40 637千円

３ 高齢者の元気な生活支援事業（対象者：約2,400人）
介護認定を受けていない80歳以上の高齢者に12,000円分の商品券を支給

地方創生先行型：40,637千円

１ 総合戦略策定

２ 地域公共交通事業
バス交通活性化プ ジ クト（移動手段の効率的な運行 経費削減及び利用促進策の実施検討委託）バス交通活性化プロジェクト（移動手段の効率的な運行・経費削減及び利用促進策の実施検討委託）

３ 小さな拠点観光事業・・木津川アート開催検討、観光地の整備

４ 市のイメージＤＶＤ作成事業・・定住・交流の推進、観光客の誘客、企業誘致

５ 観光・市民サービス拠点の機能強化
観光施設などに公衆無線ＬＡＮを整備するとともに、サイトの整備
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Ⅵ 木津川市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定体系

人口ビジョン・まち・ひと・しごと創生総合戦略人口ビジョン まち ひと しごと創生総合戦略

推進委員会 創生本部会議

【構成】
委員数：２０人以内
委員 ：（１）公募により選出された住民

（２）識見を有する者

【構成】
委員数：１４人（平成27年4月現在）
本部長：市長、副本部長：副市長、
構成員：教育長及び部長

（３）その他市長が必要と認める者
【役割】
①人口ビジョン及び総合戦略の策定・効果検証
②ＷＳ等からの取組み意見の審議

【役割】
①人口ビジョン及び総合戦略の策定・効果検証
②ＷＳへの参画（部長：部の所掌事務に係る内容）
③ＷＴへの施策展開の指示・とりまとめ
④ＷＴ・ＷＳ等からの取組み施策の検討

情報共有・連携協力
④ＷＴ ＷＳ等からの取組み施策の検討

ＷＴ(ワーキングチーム)ＷＳ(ワークショップ)

【構成】
委員数：３６人（平成27年4月現在）
構成員：課長

【役割】
①人口ビジ ン 総合戦略策定のため 市を活性化する

【構成】
参加者：まちづくりに携わっている、携わろうと

する方及び団体
例 ：観光・子育て・婚活・農商工・企業誘致

等 分野 ①人口ビジョン・総合戦略策定のため、 市を活性化する
に 必要な施策の提案・推進・取組み・検討

②ＷＳからの提案施策実現に向けた検討
③本部会議に展開施策の報告
④総合戦略の効果検証

等の分野
【役割】
市を活性化するための取組み施策の提案・活動の
取組み

事務局 ： 学研企画課 企画政策係 【役割】①推進委員会・創生本部会議・ＷＳ・ＷＴの運営

②その他連絡調整などの事務
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Ⅶ まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会スケジュール（案）
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【委員会協議内容】
第１回：総合戦略説明 市の現状確認

【委員会協議内容】
第４回：中間案審議第１回：総合戦略説明、市の現状確認

第２回：基本方針、基本目標、基本施策
第３回：中間案（骨子）

第４回：中間案審議
第５回：提出意見反映案審議
第６回：総合戦略審議
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